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該当

授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２０２６Lカリ, ２０２５Ｌカリ, ２０２４Lカリ, ２０２３Ｌカリ

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】人文学部人文学科の学士（文学） 英語の通時的な理解の基礎を身につけた上で、過去の表現や意
の称号にふさわしい基礎学力と専門的学力が身についている。 味が現代にも生き続けていることを実感しながら、英語の運用
【思索力・受容力・批判力】 能力（理解と発信）を駆使できるようになる

⇔

授業で学べる「テーマ」 芸術文化、多文化協働

全学横断特別教育プログラム

授業の概要 初期近代英語以降の英語を通時的に概観します
特に、中世までのゲルマン語の持つ特徴が徐々に変質していくことで、今日の英語の言語学的特質をどの
ように捉えるべきか、自分の考えを批判・客観的に構築するだけでなく、実証的論拠を持つ自論を展開で
きるような知識と応用力を身に付けることを目標に、通時的英語学の実践的な習熟を目指します

授業計画 1回：オリエンテーション　授業の進め方と参考文献紹介
2回：初期近代英語について（１）　Modern であるとはどのようなことかを理解します（本講義の大前提
）
3回：初期近代英語について（２）シェイクスピアのテクストから、初期近代英語の特徴を見つけよう
4回：初期近代英語の音声、統語論、形態論、語彙
5回：初期近代英語を作り上げた人：17世紀の英語について
6回：…それでも、ただし『欽定訳聖書』は忘るべからず
7回：近代英語の流れは「自由闊達」から「規範重視」へ
8回：BullokarからSwiftへ：綴り字と文法について
9回：Johnson's Dictionaryの何が特別なのかを理解する
10回：アメリカ英語の独立以前と以後について考える
11回：いつから？　助動詞doの謎
12回：動名詞なのか現在分詞なのか？  -ingの過去と未来
13回：インターネットと文体の問題
14回：目に見える階級社会と目に見えない階級社会の英語の場合
15回：総論と復習
※最終講義の際に授業アンケートを実施します

成績評価の方法 毎回のセルフエヴァリュエーションとリアクションノーツ（20％）
最終期末レポート（80％）
総合的に評価します

成績評価の基準 具体的な学習活動が書かれていれば水準と見なします
具体的な学習活動の内容と自己評価に適切な関連性があればやや上にあると見なします
具体的な学習活動に加え、リアクションノーツがそれとの関連から記載されればかなり上と見なします
具体的な学習活動に、リアクションノーツに客観的な関連性が認識されていれば卓越していると見なしま
す

レポートの基準は以下のとおり
具体的な論拠が、正しい書誌事項とともに記されているとき、水準と見なします
先行研究についての適切な批判データを載せることができているとき、やや上にあると見なします
先行研究を踏まえた上で、自説を述べてあればかなり上にあると見なします
自説を論じる際に、複数の視点で検証を続けている場合、卓越していると見なします

事前事後学習の内容 事前学習として参考文献をあらかじめ読んで授業に臨むことが望ましいです
事後学習は、授業で興味を覚えた事柄について自分で調べてみることが含まれます。セルフエヴァリュエ
ーションとリアクションノーツの執筆もここに含まれます

履修上の注意 セットテクストがなく、自分で自分の学習のために参考文献を読まねばなりません
その際に、図書館にあれば何でもよいわけではなく、授業内で紹介した参考文献を読むことが推奨されま
す
もし紹介されていなくても、自分にとって興味深い内容を持った本を見つけた場合は、そのように連絡を
してフィードバックしてください

また、講義へのフィードバックをコメントシートに書いて貰いますので、毎回の出席後に提出して下さい
なお、野津先生の古典語、護山先生のサンスクリット語、磯部先生のドイツ語史の授業のどれか一つでも
履修すると、この授業の内容がさらに深まります



質問、相談への対応 基本的に、リアクションペーパー（セルフエヴァリュエーション）によって受け付けます
それ以外の内容についてはアポイントメントをとってください。対面もしくはZoomで対応します
※メイルアドレスは人文学部履修案内に記載
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